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平成11年度後期企画展

中国四国地方の装飾古墳
全国の装飾古墳シリーズ5



鵜
I I1uil ･ lノリ朧|地方の装飾IIi噛腱開催にあたって

平成7年に全111を8ブロックに分け、全国装飾iIf瞳シリーズと銘打った企

凹i腱を決定してから、今年で51ull lの企IIIIi展を迎えます。

その当ll寺、知られていない各地の装飾古噛を取り上げ県民の祷様に紹介す

るとともに、企illli腱を通して全|玉|の装飾IIi埴に関する盗料を集め、「装飾古

城のことなら、熊本県立装飾IIf岐館に行けばすべて分かる」と言われるよう

な博物館にしたいという思いがありました。

過去4世Iの企画腱で九州地|><を終わり、このたびの企11m腱では、九州を離れ「II1

国｡lﾘﾘlFl地方の装飾-llf噛展」を|淵催することとなりました。

熊本を遠ざかるにつれ、ノJの及ばない点もⅡ}てくると思いますが、学芸興

一''1初心を忘れずに、今後も努ﾉJを重ねて参りたいと思います。

今IIIIの企i'l'i展では、速くノL州を離れた地域で装飾II丁脳を残した人々の、粘

神文化を紹介します。

また、今11I1の企m'i腱から新たに、地下エントランスで企IIIli腱を開催するこ

ととなりました。

企illli腱示室の「装飾I1噸のil堺」と併せご覧いただければ幸いです。

妓後になりましたが、当企illli腱にご協力を賜りました関係機関に、心から

お礼中し上げます。

平成1 1年10ﾉ1191 1

熊本県､X装飾ji｢噛餅

館lを 桑原恋彰
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l . このIx1録は、熊本県立装飾11峨館において開催する､If成1 1年度後期企illli展「全岡の装飾

古埴シリーズ5 111IW･リリ同地方の装飾ili埴」に際して発行する黄料集である。

2．蛍料集と腱ボの描成は必ずしも ←致するものではない。

3．掲戦写真は、この企Im展及び》I側の全1m装飾IIi墳洲ff研究1礫の・環として、奈良庇肺

文化財研究所牛ll鳴茂氏、11Li大寺フォト杉本1l樹氏による搬影及び撮影指導をいただき、

J職Iii町村教育委興会及び各県教育委興会の協刀を受け実施した。

4．現時点で撮影が不IJ能なものについて、発掘,洲査時に撮影された写真を、PIf該教育委興

会から提供を受け掲載し、本文1I1に提供機関橘を記した。

5．今li'l対象とした各地域の｢装飾I1砿一覧表｣のIIIで、IIi埴の所在地にili代の律令行政I><(IEl ･

郡)を併記した。これは、古瞳築造時期の地域性を埴祝するためである。

6．本文111で解説するｲ隙確iniの左ｲiは、淡道部より後篭へ向かって左ｲiと炎i弛する。また、

瞳丘及び石室規模数価については本i淵汽が行われていないものが多いため、現段階での

概数である。

7．対象とした地域で、装飾IIi瞳が確認されていない地域（広烏県、徳島県、愛媛県、商知県）

は、第2章の朧史的背鎮では触れていないので注意されたい。

8．本州こ掲戦したｲi室実測図は、それぞれの測告謀や待棚11版物掲城のものを再トレース

して使川している。

9．各章ごとに必要な、ノ､L例についてはその都度炎i記した。

10.*i'}の編集は学践課、野111拓治の指導の下、林IⅡ篭之・北原美和fの協ﾉJを得て、

腫谷部蒋一が行った。

11.なお、水il}の装j及び印刷データは以トの通りである。

印刷仕様

●判型/A4版

●頁数／88頁

●組版／写真写植（15級明朝基本）

●印刷／オフセット印刷

●製版／スクリーン線数200線で製版

●用紙／表紙（アートボスト4／6判200kg)
本文（マツトコート4／6判135kg)

●製本／左無線綴じ
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中国四国地方の装飾古墳分布図
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’ 一覧表

古璃群名 古墳名

第6号燗

第6号墳

第41号燗

第43号填

第19号填

第20号墳

第22号燗
第52号墳

琶山古填

第30号燗

第4号燗

第1号墹

梶山古墳

坊ヶ塚古噛

第37号燗

第48号墳

第54号燗

第2号墹

第10号墹

第15号燗

第16号噴

第13号墳

第15号墳

第1号鯛

第2号鯛

第58号墳

第68号墳

第29号頃

第4号墹

大塚古墳

第55号墳

第5号頃

第14号墳

第11号墳

第15号頃

第25号墹

漆谷横穴墓

第8号墳
第22号墳

第43号填

三明寺古墳

福曜古墳
第48号墳

第5号頃

第20号燗

第17号燗

第4号噴

第9号噴

第27号墳
第229号咽

天神垣神社古墳

向山第4号燗

丹花庵古墳
第1号墓

第2号墓

第7号墓

第1号墓
第1号墓

第2号横穴墓

千束古墳

鴎丸丸山古墳

穴観音古噴

宮が尾古壇

宮が尾第2号墹

瓦谷第1号墳
第5号壇
第6号墹

第10号噴

第11号墳

第13号埴

夫婦岩第1号墳

第1号墹

綾織塚古墳

第2号燗

揚原山古墹

号数不明

第1号墹

所在地NO 市・郡名 旧国名 旧郡名 燗墓形態 石室・石棺形感

高江古頃群

L野古墳群

美歎古墳群
美歎古墳群

宮下古墳群

宮下古墳群
宮下古燗群
宮下古噴群

町屋古墳群

町屋古燗群

栃本古墳群

畑山古填群

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
．
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４
５
６
７
８

・
１
１
１
１
１
１
１
１
．
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
３
３
３
３
３
３
．
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
６
６
６
６
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
７
７
７

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県
鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県
鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県

鳥取県
鳥取県

鳥取県

島根県

島根県

島根県

島根県

島根県

島根県

島根県

島根県

岡山県

岡山県

山口県

言川県

香川県

香川県

香川県

雪川県

香川県

香川県
香川県

言川県

香川県

香川県

香川県

香川県

香川県

香川県

岩美郡

岩美郡

岩美郡

岩美郡

岩美郡

岩美郡

岩美郡

岩美郡

岩美郡

岩美郡

岩美郡

岩美郡

岩美郡

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

鳥取市

八頭郡

八頭郡

八頭郡

八頭郡

八頭郡

八頭郡

八頭郡

気高郡

気高郡

気高郡

気高郡

気高郡

気高郡

気高郡

気高郡

気高郡

気高郡

倉吉市

倉吉市

倉吉市

東伯郡

東伯郡

東伯郡

東伯郡

東伯郡

東伯郡

東伯郡

西伯郡

西伯郡

松江市

松江市

松江市

松江市

出雲市

安来市

八束郡

隠岐郡

岡山市

備前市

阿武郡

善通寺市

善通寺市

善通寺市

善通寺市

善通寺市

善通寺市

善通寺市

善通寺市

善通寺市

坂出市

坂出市

坂出市

坂出市

坂出市

観音寺市

幡
雷
雲
岐
中
前
防
岐

因
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
伯
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
出
〃
〃
〃
〃
〃
〃
隠
》
備
備
周
讃
″
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡
郡

溌
美
上
多
米
村
橋
米
入
宇
門
字
吉
夜
気
武
度
野
野
野
田

巨
〃
法
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
八
〃
〃
〃
〃
〃
〃
気
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
久
〃
〃
河
〃
〃
〃
八
〃
久
汗
〃
意
〃
〃
〃
神
意
〃
周
加
和
阿
多
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
阿
阿
〃
？
阿
刈

円墳

円墳

円墹

前方後円墳

円墳
円璃
円噛

不明

円噛

方墳

不明

円頃

円墳
円墳
円墳

円噴

不明

円墳

円墳

円墳

円燗

円墳
円墳

円墳

円墳
円墹

不明

円墳
円墳

円墳

不明

円墳

円墳

不明

円墳

不明

横穴墓
不明

不明

不明

円墳

円墳
前方後円燗

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

前方後円墹

方墳

横穴墓
横穴墓

横穴墓

横穴墓

横穴墓

横穴墓

横穴墓

円墳
円墳

方墳

円燗

円墳

円墳
円嫡

円晒
円噴

円噴

円墳

円墳

円増

円墳

円墳

円墳

円壌

円壇

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室
横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室
横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室
横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室
横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室
横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室
横穴式石室
横穴式石室

横穴式石室

1

広岡古燗群

広岡古墳群

広岡古墳群
越路古墹群

空山古燗群

空山古墹群

空山古墹群

空山古燗群

宇部野山古墳群

宇部野山古墳群

大平古燗群

米岡古燗群

米岡古墳群
米岡古唄群

池田古填群

福本古填群

福本古墳群
八束水古墳群

十民古墳群

山宮古墳群
睦撮古噴群

殿古墳群

殿古噴群

西中園古噴群

阿古山古墳群

吉川古填群

向山古燗群

大平山古噴群

上神古唄群

横手古墳群

長和田古墹群
久見古墳群
北福古墹群

西穂波古填群

西穂波古噴群

士下古噴群

福岡古墹群

福岡古墹群

寄棟式玄室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室
横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室
横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室
横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

長持形石棺
十王免横穴墓群

十王免横穴墓群

十王免横穴墓群

深田谷横穴墓群

穴神横穴墓群

浜ノ崎遺跡

飯ノ山横穴墓群

造山古墳群

平入横口式石棺

竪穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

横穴式石室

有岡古墹群

有岡古墹群

有岡古墹群

岡古墳群

岡古墹群

岡古墳群

岡古墳群

岡古噴群

岡古壇群

鷺の口古燗群

山ノ神古燗群

山ノ神古墳群

醍醐古墹群

興昌寺山古墹群
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図文の描かれた位置

羨道部 後室

奥壁

奥壁・右側壁

右側壁

奥壁・右側壁

左側壁・天井

奥壁

｜塞饅剛ゞ
I・天井

右側壁

左側壁

1鰹壁天井
E・天井

’覇壁左右側壁
奥壁・左側壁
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第1章 現在の装飾古墳研究について

ノL州地力に代表される装飾II｢埴はlMまで、多

くのliH究片に沁||され、それぞれの時代に|ﾘ晄・

集成が行われその数は、徐々に墹加している；

1964ｲ『．（||岬''39年）に小林ｲ｣雌氏(iil)により

135膿、1973fr (ll"|148年）に斎I縢忠氏(ii2)

により232JIL、1974年（昭ｲl149年）に乙続III降氏

により244JIL､ 1985年（昭和60年）に網II次郎氏

により294堆（沁3）がそれぞれ報告されている

さらに、1992ｲ『‐（､Iと成2年）熊本ﾘIWH装飾,lili'i

館|刑航､1111＄に484)IL、 1993年（､ド成5ｲI) l 'il州撤

史民俗|(ﾘ物館開館101,fl年記念企両「装飾!lili'iのlll:

界」峡間雌IIに577JIL (il4)の報i+7がある

近ｲ|乱のi淵介によるとﾉし州で新たな装飾IIi埴が雌

,認されてきている

1998fI411には|樅Y県教育委貝会により仏fI(1,!

'MIWIliで|ﾙ|発に113う苑ｲII柵侮が行われ、拠唯に赤

で彩色されたl'1文群を施す「ヒャーガンサンlli埴」

が発兇されている

|｢il年12月には宮崎人'γ:のI洲介により寓'l1"!↓内I崎
；』 4 . .

'li「蓮ケ池横穴壌群第53}ﾅ蕊」で711t紀Ii,|ものも
､ y、 ．L

のと想定される鬼而･文・搾送の船・人物像などが

発兇されている。

さらに、1999ｲ『．（､|え成11fl:)411には、砧I間県
．． ノ 』 f

MI;j:II川ll1l.の「ﾒLノl l占峻群」で、イi榊碇liliをのみ

のようなものでllllいて霧ませ、l11文を柵いた装飾

II『埴が2雄、当該町数行委興会により発兇されて

いる

〃、柵岡ﾘi4l尚方Iliでは装飾職穴堪として確認
八： 皇 :

されていた「水町横穴蕊群」の史跡幣備が進み、

､1i核!li毅育委員会によるシンポジウムなど装飾占

噛に閏する蒋発活動が行われた
1 も ､

また、網岡！喪職手ll11.ではl 'il脂定史跡「,li)-l横穴

堪群」幣倫のための1;､"llli洲侮が行われており、本

絡的な装飾横穴篤の幣術f法が雁ｳ:することと思

われる』

｜ﾙ1発群による本調査や各地の数行委幽会による

九州の装飾古墳1 ヒヤーガンサン古墳奥壁
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詐細な分布IMIff、確認I淵介がIMIIしてい

る呪/f、雁|"10周年｢装飾IIj墳のll堺」展

(I1WJIf史民俗博物館）の数字を超える装

飾i'ili'i (装飾横穴剃が確認されている

ことと思われる

装飾古墳とは

装飾IIf埴という局~蛙の持つ概念につい

ては、｜澗U朧博での「装飾古ji'iのllt界」

のil1で、｜'|イi人一郎氏により「5 ･ 61廿紀

を'''心にその|ﾉ1部のイi造りの慕荊職lhiに、

彩色や線刻の絵IIIIiや彫刻で装飾を施した

ものが見られるまた、イj棺の外Iii、あ

るいは'ﾉ11niに浮き彫りや線刻の装飾をも

つもの、さらにIIIJiJI刊唆の巌liliに竣室を

1I!1:接伽り込んだ横穴嬢の内外liliに、線刻

あるいは彩色で絵1曲iを拙いたり、浮き彫

りの彫刻を施したものもある．こうした

占峨の裳室のlﾉ1部やイi柁などに絵l'l'iや彫

刻の装飾を施したものを装飾11｢"'iという」

と|ﾘl雌に規定されている

これ以前には乙益礪降氏により「今、

あえて装飾11I.城の概念を規定しようとす
九州の装飾古墳2千金甲古墳群第1号墳後室

ると、それは、「lf埴の鴨上|ﾉ1に,没けたｲ1
1 1本では、洲IILに|商接拙くというF法が'l!心と

縮のIﾉ1外面や、イ縦の内唯、およびｲi室の床にた
なり、その文様はﾉIMの姿を写すことよりも、死

てめぐらしたイi陣とよばれる||切りイiの|ﾉ川i、あ
後のil堺を守るという畔邪思想がliilわれ、その忠

るいは雌而に伽られた横穴の外liliや内部に、文様
想は・興して発′li段階から終ｲ〈期まで見ることが

や絵l'l'iを彫刻・線刻したり、彩色したりしたもの、
できる、

ということができよう」とされ、,ilfi税ある!|'でほ

ぼ呪征までM門襲されてきた装飾1I1埴の概念を!;l ,
また、ノし州地方で見られる、いわゆる装飾,lij･MIi

表されている
とは違う占噛の推送形態のつにｲi人･Li,I,1ｳがあ

このように、装飾ili埴とは511t紀から、711t紀前
る

半にかけて、イi室内・イi紺内外lill ･横穴嬢|ﾉ1外畦
森貞次郎氏によると「l;111鰊溶粁を以ってfi柿を

iniに、彩色・線劣ll ･彫刻f法を川い、死什の|眠る
作るに慨れた_［人が埴輪を椎して製作するとする

神'Ilな空間を朧邪や鈍塊を願い柵いた、 ‐繩の
説に異ｲjfはない」とされ、また、小ll順上雄氏は

雑送形態と商えよう
「岩｢fl ll ,li墳の1淵侮で、埴I肺の人物・鳥・馬など

が石人・福,!1ｳとIIilじ衣現であり、l'ij瓶であること
I I本の装飾III燗の源流といわれている、IIﾘl鮮半

が認められた」と、イi人・ イi,鴨が、埴輪とほぼ|｢1
局の11.liｲﾘ腿では、 H水の装飾ili域に先行する、3

じ川法を持ち使川されていたとしている。
11t紀～4世紀に、慕案|ﾉ1にﾀ荷の′liliiの姿を拙い

このことから、ノし州地かで多く兇られるイi人・
たものが兄られ、多くの畷IIIJIII｢ji'iが残されている

つ

一凸竺

踊酬町

篭望司

一磯

謝

懇認鰯灘
蝉

=

胃;7鐙薦
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第1章現在の装飾古墳研究について

ｲi"IIｳは、衣飾をl l的としてlli埴の埴lf. l:にウ:てて

あり、その役削はjl珍象埴1肺などとl,ilじと考えられ

る

しかし、枇'ﾉ‘<蕊呼で兄られる彫刻乎法で施され

ている鍋lll樅穴堆W側；27り･蝋の装飾などは、イi

人･ {i｣'喝と樅|xIが|!ilじで、伽り抜いてあるか、掘

り|､l･けてあるかの述いしかなく、4111糺後､卜に出

現する崎･ ll"･ 111 'l!ｲなどの器財埴ili,iiとl'ilじモチー

フが施される

これらが|伽'<墓にl･fち込まれるのは、〃'ilfl:で

の祭儀を,爪すもので、iiiにII,邪的な思想だけでは

なかったのではなかろうか

また、IWiに|､l-鵬する施I没として本米的な機能

が簡III舟化されたもので、装飾文様とは別に琴えな

ければならない施設に「"柵突起(ii別」．「繩掛

突起(ii:6)」がある
『 l

熊本II!W;,)IIIIにjWIiする州､if占峨ｲ隙Iﾉ1には、

ｲﾃ室築造段陪で突起状に後窄脚畦･ {i ･ ノ亡側雌に

ｲj材で竹りil･けてある、いわゆる川排突I腿の例や、

熊本ﾘ1↓ｲ《知火ll1l.にIﾘMﾐするl 'il越,'ijfi (彩色系装飾

1li｣1'i)に兄られる平人り式家形イi桁馳峨に兄られ

る｜､ |〈211i|ずつ2段に､i":,;|4il,'ilの、いわゆる〃柵

突起などの例がある

また、舟･形イill'iや削竹形イ州'iなど、誰に作りつ

けられた蝿い休状の突起である繩掛突起など、本

来は||的を持った機能|'|りな部'1,【であったものが、

II#代が|､､るごとに楠lll汁化され、形式ilりに|､l･帆する

ものとして〃ｲfしている

で多く築迩されているイi猟式イi宅

(縦7）に、IM睦イiとして川いられる

把手を浮彫り状に施したものがあ

る

このi%･lli噂イiについて、ノし州地〃で

は、11il趣l 1l噛に兄られる把乎を源彫

りにした例があるが、！;,)限りiU他力で

兇られるものは、l ':IIMX!'i唯のものと

は浮彫りにされている|;|'↑造がやや迷

い、 ・慨に比'l礎はできないが、本来

ｲi宅で追緤を1j豐う隙にIMIM･lする|1IIの

術残と忠ｵ〕れる

ル〃,li"!や、l 'il越lli埴のいわゆる

ﾉﾉ柵突起や舟形ｲi紺に児られる純柵

突起と|!il様に、本来の機能を形式化

し作り|､l･けられたもので、 ・兄、装

飾と思われるl111も、装飾文様とは|><

別して号える必1典があろう

これまでのように、装飾lli壇のliⅡ究

を進めるI.では、その間|ﾉ|:|に関連する

|Al胆が数多く残されている

雌後に、今IIII対･象とする地域で多

く兄られる、線刻11mだけで榊成され

る装飾IIj城は、彩色と速いｲi串Iﾉ1に

入ることかできれば、いつのII＃代で

も迅刻ができるものだけに、その典

偽のほどは'|､"Inに取り扱わなければ

ならない

!;↓服I,↓地〃で多

武装石人三宮古墳（熊本県荒尾市）
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第1章現在の装飾古墳研究について

注1）小林行雄編藤本四八撮影「装飾古墳」平凡社1964（昭和39

年）地名表による。

注2）斎藤忠「日本装飾古墳の研究」株式会社講談社1973（昭

和48年）地名表による。

注3）森貞次郎『装飾古墳」教育社歴史新書く日本史〉=41教育社

1985地名表による。

注4）この両方の数字については相当の違いがあるが、装飾古墳の概

念の違いにより若干の相違があったと思われる。

注5)いわゆる刀掛突起とは、横穴式石室の壁面に左右1基ずつの突

起を造り付け、石障の表面に突起を浮彫り状に施したりしたも

のである。え補重隆氏は、熊本県装飾古墳総合調査報告書中、
た 、，

園誠古墳解説文中に「託架状突起」として紹介されている。

注6)石棺の蓋の縁部や身の上部の前後両端・側面に作られた短い棒

状で方形の突起部。一般に割り抜きの割竹形木棺・舟形石棺な

どには蓋・身ともに前後両端に見られ、長持形石棺などには

蓋・身と前後・側面にも見られる。家形石棺になると形式化し

て蓋のみとなる。名称は突起部に縄をかけて運搬したと想定し

たことに由来する。本来は蓋と身の緊縛封鎖用施設であり、そ

れが形式化して存続したものと思われる。

注7）石棺式石室とは、6世紀後半から7世紀前半まで島根県松江市

を中心とする地域で盛行する石室形態の一種。玄室の四壁と天

井、床石を原則として1枚の切石で造る。さらに玄門は前壁を

割り抜いて作り、天井石は内面のみならず、盛土に埋もれてし

まう外面まで家形に造作する。あたかも巨大な家形石棺を土中

に埋めたかのような、その形態からこのように呼ばれている。
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国立歴史民族博物館編『装飾古墳の世界』図録朝日新聞社1993

森貞次郎歴史新書41『装飾古墳j教育社1985

大塚初重・戸沢充則編『最新日本考古学用語辞典j柏書房1996

熊本県教育委員会『熊本県装飾古墳総合調査報告書」熊本県文化財

調査報告第68集1984

県史43「熊本県の歴史」株式会社山川出版社1999

森貞次郎美術文化シリーズ『竹原古墳」中央公論美術出版1968

(昭和43年）

善通寺市文化財保護協会『史跡有岡古墳群（宮が尾古墳）調査報告』

1993年3月

辰巳和弘「古代絵画にみるシンボリズム』「考古学による日本歴史』

12芸術・学芸とあそび雄山閣1998
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菫零壱詞 どうやって撮影するの？‘‘装飾古墳”

、

ili城の'l!に入ったことはありますか。

古峨のｲi察の11Jは普辿、慨l繩から腹くても2栂くらいの広さで人が､従って入られる所

から、しゃがまないと蚊を｝1.つところまでさまざまです。

このような狭い空間で大ﾉ側カメラを構え、人12光であるストロボを使い撮影をしま

す。ここで使ﾊjするカメラは、 ‐般的に利川されている一眼レフ(35mm)のカメラで

はなく、フイルムサイズ4×5インチ(10.2cm×12.7cm)を使川する大烈カメラです。

このカメラは、蛇腹を動かすことで形を補ilfする機能を持ったカメラです。

このカメラを使い、約1500fIMに彩色されたり、線刻され、風化が進む装飾文様を

雌影します。その'際、イi室全liliに均一に光が),'iくような大きな光1,tを持つストロボ

(2400w)を使います。

通常、線刻ililiを撮影するときはl灯でライティングし、レフ板で光を拡散させて搬

影を行いますが、それぞれのI!i埴で‐番効果|｢I1なライティングを行うため、多くの経

験とIli脳に対する専門的知,識が必要です。

石室内での撮影の一コマ撮影／大西朋子
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第2章中国地方の装飾古墳の分布と歴史的背景

鳥取県 線刻及び彩色による装飾技法が導入される。

また、古墳時代前期から作られてきた、この地

方特有の方墳はほとんど見られなくなり、円墳を

主流とした後期古墳が盛行することとなる。

この中で、6世紀後半から7世紀にかけ、因幡地
なかだか

方東部ではこの地域特有の中高天井式石室（注1）

が生まれ、東伯耆地方では扁平板石組石室（注2)、

西伯耆地方では、島根県の影響を強く受けた石棺

式石室（注3）があり中高天井式石室、偏平板石組

石室に、多くの線刻画が見られる。

弥生時代

山陰地方の墓制の特色は、弥生時代後期に発生

する、全国的にも特異な四隅突出型墳丘墓である。

この墳丘墓は方形の四隅が突き出た形をし、山

陰地方を中心として北陸まで広がりを持つ地域色

の濃い埋葬施設である｡

鳥取県内では、発生の起源が最も古いとされる

尾高浅山1号墓（米子市）など、弥生時代後期初

頭に築造されたものがあり、その後、西桂見墳丘

墓（鳥取市)に至っては一辺が約64mを超える墳

丘墓が出現し、古墳時代における方墳を伺わせる

規模となる。

1

ｍ

Ｏ
１
２

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｌ

古墳時代

古墳時代に入ると、内陸部に前方後円墳が築造

され、近畿地方や吉備地方の影響を受けたと思わ
ふf9 人 革

れる古墳が出現し始める。その中でも、普段寺古

墳群第1号墳は、西伯郡会見町に所在する前方後
おおな11

円墳で全長約23mあり、安来市大成古墳、大阪府

高槻市阿為神社所蔵鏡（伝将軍塚出土鏡）と同箔

の三角縁神獣鏡が出土し、当時広範囲に及ぶ交流

があったことを伺わせる。

さらに、畿内地方の結び付きを強く感じさせら

れる大型の前方後円墳が、東伯郡羽合町に出現す

る。
。） fbvパ，f

全長約110m(推定）の馬山古墳群第4号墳で、

墳丘は全面に葺石を施し、円筒埴輪・朝顔型埴輪

を立て巡らせ、主体部には竪穴式石榔（長さ8.5m)

を施し、石榔内に長さ2.7mの長大な割竹形木棺が

安置されており、畿内の古墳と比較しても遜色の

ない規模・施設が見られる。

その後、61廿紀の前半頃から各地で作られはじ

める横穴式石室を導入した後期古墳や群集墳は、

その石室形態から北部・中部九州の影響を強く受

けたものと思われる。それとともに、石室内への

<グ

一

I

(坊ヶ塚古墳石室実測図中高天井式石室）
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注1）平面形が長方形を呈する玄室の天井を、前後3枚の板石を置い

て作るが、真中の石を前後の石の上にかけ渡し1段高くしてい

る石室。

注2）石室平面形が方形で、玄室の奥壁と左右の側壁を大型の立石3

枚で構築される石室。

注3）玄室の四壁と天井、床石を原則として1枚の切石で作り、さら

に玄門は前壁を割り抜き天井石は内面のみならず盛土に埋もれ

て隠れてしまう外面まで家型に造作する石室形態。

－

’
1

I

一

ー

ー

参考文献

加藤和江「線刻画研究ノート①」－鳥取県における実態と分析-

同志社大学考古学シリーズⅢ「考古学と地域文化』1987年発行

真田廣幸「鳥取県のあけぼの」『県史31烏取県の歴史」株式会社

山川出版社 1997

森浩一企画野田久男、清水真一共著『日本の古代遺跡9鳥取」

I

保育社1983（昭和58年）
I

(阿古山22号墳石室実測図扁平板石組石室）

古代

鳥取県は古代の律令制行政区分において県東部

にあたる因幡国、県西部にあたる伯耆国に区分さ

れる。
ひろ 4t

因幡国は、法美郡稲羽郷から広西郷（現岩美郡

国府町）にかけて国府が置かれている。
二 LJ〕 畷 ・う み

延喜式によると因幡国は、巨濃郡、法美郡、
ｵj 命ふ た4，く さ ：↑ と やがみ ち つ

邑美郡、高草郡、気多郡、八上郡、智頭郡の7郡

からなり古くは国名に「稲羽」「稲葉」を当てて

いたようである。

この因幡国国府では、天平宝字三年正月一日、

因幡国司大伴家持により万葉集の最後の歌となる

新しき年の始めの初春の

今日降る雪のいや重け吉事

と読まれた因幡国庁に当たる。
4．ｹ》し､ 3． ： 幼 才' ’2 L あど I）

伯耆国は河村郡・久米郡・八橋郡・汗入郡・
‘，いえ び br》

会見郡・日野郡の6郡からなり国府を久米郡八代

郷（現倉吉市）に設置している。
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第2章中国地方の装飾古墳の分布と歴史的背景

出雲国は、天平5年（733）の『出雲国風土記」
｝』 う L fね あいか 企れぬい

によると、意宇郡・嶋根郡・秋鹿郡・楯縫郡・出
かん ．と い;‘ （． ；二 た オ」わ;よら

雲郡・神門郡・飯石郡・仁多郡・大原郡の9郡か

らなり、国府は松江市大草町六所神社周辺とされ、

近接地域で国分寺・国分尼寺の遺構が確認されて

いる。
め し'》 ；二 4

石見国は、「延喜式』によると安濃郡・邇摩
な か オノ イノ ら み 中，） かな L

郡・那賀郡・邑知郡・美濃郡・鹿足郡の6郡から

なり国府推定地は、現在の邇摩郡・浜田市・江津

市のいずれかに置かれたとされている。また、国

分寺は、現在の浜田市国分町と推定される。
←＃ き 』』んち

隠岐国は隠岐諸島に位置し、周吉郡・隠地郡・
あ ま ち ．iも り

海部郡・知夫郡の4郡からなり、国府は周吉郡

島根県

弥生時代

広島県と島根県の県境にあたる中国山地で発生

したといわれる、山陰地方独自の四隅突出型墳丘

墓は、弥生時代後期の埋葬施設として出雲平野、

安来平野を中心とし、I幅広い分布が見られる。
ち｡うq1人と

代表的な遺跡として仲仙寺墳墓群（安来市西赤

江町）や宮山墳墓群（仲仙寺墳墓群宮山支群)、
;ニした；≦

西谷墳墓群（出雲市大津町）が確認されており、

前期古墳の発生とも密接な関係が考えられる。

古墳時代
＃;‘ し ょ

島根県内での出現期の古墳は、景初3年銘三角
かん;茜心しんし 可

縁神獣鏡出土神原神社古墳（大原郡加茂町）にみ

ることができる。墳形は方墳を呈し主体部に小口

積み竪穴式石室が作られ割竹形木棺があったこと

が確認されている。さらに、安来平野では仲仙寺

墳墓群や宮山墳墓群の系譜を引き継ぐ形で、大成

古墳・造山古墳群第1号墳が、神原神社古墳が立

地する斐伊川中流域では前方後方埴を始めとする

前期古墳が形成されている｡

古墳時代後期には、宍道湖を中心とする東側地
<'‘fしみ.§.とご･)か

域で、山代双子塚古墳（松江巾）に代表される首
かみえんやつきく，止

長墓の系譜と、宍道湖西側に位置する上塩治築山
這いねんじ

古墳（出雲市）や大念寺古墳の首長墓の系譜に大

別され、東西両勢力下で大規模な古墳群が形成さ

れている。

山代双子塚古墳を中心とする地域では、6世紀

後半から7世紀初頭にかけて、この地方特有の石
吐 ,かんL34f 3し ．〕

室形態である「石棺式石室」と呼ばれる地域色の

強い石室が作られるようになる。

(現在の西郷町下西）と推定されている。

参考文献

森浩一企画前島己墓著「日本の古代遺跡20島根』

保育社1985

島恨県教育委員会．朝日新聞社『古代出雲文化展-神々の国悠久の遺産-」1997

古代

島根県は、律令制行政区分において現在の島根
いオ》み

県東部の出雲国、県西部の石見国、隠岐諸島から
お き

なる隠岐国の3地域に分けられる。
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岡山県
く め おオj 8i‘ k し 土

郡・久米郡・大庭郡・眞島郡を分割して成立した
とまひがし 与雲にし

が、美作国成立後苫田郡が苫東・苫西に分割され

7郡となり、国府は苫東（現在の津山市総社付近）

に置かれた。

弥生時代
と-ごつき

弥生時代の吉備国は、楯築遺跡（倉敷市）で確

認された末期の墳丘墓など、大規模な墳丘墓が多

く作られている。
おう賑さん

王墓山遺跡群（倉敷市）においては古墳発生前

後の墳墓及び古墳群が形成されるなど、古墳時代

へと続く首長墓の系譜が見られる。
jがね

また、この地方は「真金吹く吉備」と呼ばれ、

北部地域で鉄生産が行われ、他の地域に対し独自

の文化圏を形成していた。

参考文献

新全国歴史散歩シリーズ33『新版岡山県の歴史散歩」

岡山県高等学校教育研究会社会科部会山川出版社1991

森浩一企画著『日本の古代遺跡20島根』保育社1985

古墳時代

弥生時代からの大きな勢力が古墳時代に入り、

大規模な古墳の造営へと向かっていく。
つ,〈 I)や土

5世紀には全国第4位の規模を誇る造山古墳（岡
一〕くりやま

山市)、第9位の作山古墳（総社市）などの大型前

方後円墳を造営し、畿内に対する吉備文化が花開

いた時期でもあった。

しかし、5世紀後半には畿内勢力に取り込まれ、
みやけ

その後の国造・屯倉・部民などの各制度を受け入

れるに至り完全に中央集権体勢に組み入れられ

た。

山口県

弥生時代

弥生時代、大陸文化の影響を強く受けた地域で

ある山口県下において、最大規模をほこる集団墓
ど いが砿 ま

である土井ヶ浜遺跡や、後期から古墳時代まで墳

墓群が継続して営まれた朝田墳墓群などがある。

古墳時代

山口県地方では、『国造本記」によると大島・
つ ぬ あな産 あ し, くにL『)みやつこ

周防・都怒・穴門・阿武に国造がいたとされ、律

令制以前の地方有力豪族の分布を読み取ることが

できる。
みや -$‘ 。<だ上つ

県下で、前期古墳として宮ノ洲古墳（下松市)、

京都府椿井大塚山古墳から出土している三角縁四
た くI L ‘f ごかろうやL き

神四獣鏡の同箔鏡を出土している竹島御家老屋敷
ちふうこうと粥' .f あ ＄

古墳（新南陽市)、長光寺山古墳（厚狭郡山陽町）

などが見られ、早い段階での大和政権との結び付

きが想定される。

中期には、県内最大の前方後円墳と言われる全

長110mの白鳥古墳（熊毛郡平生町)、綾羅木遺跡

内に位置する若宮古墳（下関市）がある。

さらに、後期では横穴式石室を持つ小規模な円

古代
ざ び びぜん びゞ’も今う びんご

7世紀末に吉備国は備前・備中・備後（現：広

島県東部）の3国に分けられ、さらに和銅6年
みまさか

(713）に備前の北部6郡が美作国として分立する。
j》 6ﾅ L 'ゎなし オj お 〈 あかさか

備前国は、和気郡・磐梨郡・邑久郡・赤坂郡・
かみつみち み の つたか こ じ ま

上道郡・御野郡・津高郡・児島郡の8郡からなり、

上道（現在の岡山市高島）に国府が置かれた。
つ ・》 く ：r く， か や しもつみち

備中国は、都宇郡・窪屋郡・賀夜郡・下道郡・
あさくち お fさ しつさ ・苔 た あ 功

浅口郡・小田郡・後月郡・哲多郡・英賀郡からな

り、国府は賀夜（現在の総社市金井戸）に置かれ

た。
あ 8 ，だ 力，つfだ 堂 ．f た

美作国は、備前北部の英多郡・勝田郡・苫田
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第2章中国地方の装飾古墳の分布と歴史的背景

L ・ラ でく。 上

また、弥生時代中期末の遺跡である、紫雲出山

遺跡は高地性集落研究で学史的に重要な遺跡とし

て知られている。

墳が多数出現するが、依然として前方後円墳も一

部では見られる。横穴墓の様相としては、弥生時

代後期後半から古墳時代後期まで連綿と続き、墓

制変化を辿ることの出来る朝田古墳群（山口市）

において墳丘（後背丘）を持つ横穴墓が確認され

ている。

古墳時代

高松市周辺は安山岩の板石、塊石を積み上げて

墳丘を作る「積石塚」が数多く作られている地域

である。

岩清尾山古墳群は、高松市を望む丘陵上に位置

し、双方中円墳2基、前方後円墳9基、方墳1基、

円墳10基以上の多様な墳丘が見られる。

また、観音寺市の丸山古墳では、九州産石材を

使用した舟形石棺が確認されており、また四国で

唯一装飾古墳が確認されている地域である。

古代
一}・ おう ながと

山口県域は、周防（周芳）と長門（穴門）の2

国が置かれた。
ｵjjjし .嗅 ぐ か く ‘t ； つ ”

周防国は、大島郡・玖珂郡・熊毛郡・都濃郡・
さ ；よ' よ し ＆

佐波郡・吉敷郡の6郡からなり国府は、佐波郡

(現在の防府市）に置かれた。
胸 ＝少 さ と ．上うら み ね 雌肪 ・〉

また長門国は、厚狭郡・豊浦郡・美禰郡・大津
あ ぶ

郡・阿武郡の5郡からなり国府は、豊浦郡（現在

の下関市長府）に置かれた。

また、熊毛郡（現熊毛郡大和町）には朝鮮式山
さ と八二う 二． 8 、 し

城の一種と言われる城山神籠石が築かれている。

このような中で、この地方は古墳時代から、古

代にかけて前方後円墳の築造や神籠石など畿内の

影響を強く感じさせられる地域である。

古代
オjおうち さ&､がわ

香川県は、律令制区分によると、大内郡・寒川
み き やまだ かがわ あ く‘ ぅだ I)

郡・三木郡・山田郡・香川郡・阿野郡・鵜足郡・
な が た と み ロ〕 か』〕 た

那珂郡・多度郡・三野郡・刈田郡の11郡からな

り、讃岐国府は阿野郡（現在の坂出市府中町）に

置かれた。

参考文献

森浩一企画小野忠熈著『日本の古代遺跡30山口』

保育社1986

香川県

弥生時代

瀬戸内海に面し、長い海岸線を有する香川県は、

全国的にも古くから製塩遺跡が多く確認されてい

る地域の一つである。

この地域では、農耕社会の祭祀に使用された祭

器である、銅鐸が数多く出土している。代表的な

ものとして「臼と杵を使った脱穀風景」が描かれ

た、大橋家旧蔵（伝讃岐出土）銅鐸がある。

⑬



装飾古墳
エッセイ

、落書きしないで1 －落書きの歴史一
、

今IIIIのIIIIIil地方の装飾Ili墳だけでなく、全岡各地に残されている占岐にもI;えること

だが、11iくから開l lしているili瞳にはさまざまな後lltの落祥きが兄られます。

落蒋きに多く醤かれる内容は、①I I付け、②''1分の宿前、③､1111#の流行がベスI､3で

す。落II；きがはっきりとわかりやすく稗いてあれば装飾文様かどうか確,認できるが、恥

ずかしいのか後ろめたいのか、,'iMillf代の人々の文様と紛らわしい線が多いようです。

ドの写真は､烏1叫愈i'i 'ijの上神1li峨群48Ⅷｲ流の奥壁です｡ ｢1972年轡｣この
､'1時流行していたのでしょう。

然害きする人々は、兄'､樅に来たi弛念に、ILI分の作ｲIﾐの証にとII荷いｲI室|Alで一生懸命拙

いていたのでしょう。

藩諜きは、岐近に限ったことではなくⅧ:)il1$代の人々も数多く残しています。賜収県

鳥取市に所ｲfする坊ヶ塚lli瞳には「天|ﾘ'五年広岡村…」と年}}を伴い、恐らく住所・

氏行までII｝いていたであろう記録が砿Iniに残されています。

落,Iドきは、線刻iiliiをif体とする装飾IIf瞳にとっては致命傷となる場合が多く、その(i;

憩性に関わり、地域の朧史を不|ﾘl碓にすることだけは確かです。

各地で、数多く兄られる藩害きは呪代に続いてil:ﾉj時代のものが多く兄られ、それ以

前の時代の藩IIfきはあまり兄つかっていません。

九州でも多く見られる抓川l#代後期に腰するイド}}入りの蒲1I;きが、なぜ急に踊力llする

のか気になります。

上神古墳群第48号墳後室奥壁
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装飾古墳一覧目次

鳥取県 島根県

1 高江古墳群第6号墳…………

2上野古墳群第6号墳…･‐……

3美歎古墳群第41号墳………

4美歎古墳群第43号墳………

5宮下古墳群第19号墳･…･…

6宮下古墳群第20号墳……･

7宮下古墳群第22号墳･……

8宮下古墳群第52号墳･-……

9町屋古墳群鷺山古墳”……

10町屋古墳群第30号墳...……

11栃本古墳群第4号墳 ・……

12畑山古墳群第1号墳………

13梶山古墳………-…"…･…"……”

14広岡古墳群坊ケ塚古墳……

15広岡古墳群第37号墳.."…”

16広岡古墳群第48号墳………

17越路古墳群第54号墳…"…

18空山古墳群第2号墳“…‘……

19空山古墳群第10号墳………

20空山古墳群第15号墳………

21空山古墳群第16号墳･"……

22宇部野山古墳群第13号墳

23宇部野山古墳群第15号墳

24大平古墳群第1号墳…．．……

25米岡古墳群第2号墳………

26米岡古墳群第58号墳………

27米岡古墳群第68号墳………

28池田古墳群第29号墳･…･…・

29福本古墳群第4号墳…………

30福本古墳群大塚古墳……･…‐

31八束水古墳群第55号墳一…

32土居古墳群第5号墳……….…

33山宮古墳群第14号墳………

34睦逢古墳群第11号墳一･……

35殿古墳群第15号墳…･…･……

36殿古墳群第25号墳……･……

37漆谷横穴墓・………………………

38西中園古墳群第8号墳……

39阿古山古墳群第22号墳･…

40吉川古墳群第43号墳………

41向山古墳群三明寺古墳…”

42大平山古墳群福庭古墳……

43上神古墳群第48号墳……

44横手古墳群第5号墳……-…

45長和田古墳群第20号墳・･…

46久見古墳群第17号墳………

47北福古墳群第4号墳…………

48西穂波古墳群第9号墳……

49西穂波古墳群第27号墳･…

50土下古墳群第229号墳”…・

51福岡古墳群天神垣神社古墳

52福岡古墳群向山第4号墳…

２
２
２
３
３
３
３
３
４
７
，
７
７
７

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

墓
墓
蟇
墓
》
墓
一

号
号
号
号
墓
穴
》

１
２
７
１
号
横
一

第
第
第
第
１
号
“

群
群
群
群
第
２
群

墓
墓
蟇
墓
群
第
墓

墳
穴
穴
穴
穴
墓
跡
穴

古
横
横
横
横
穴
遺
横

庵
免
免
免
谷
横
崎
山

花
王
王
王
田
神
ノ
ノ

丹
十
十
十
深
穴
浜
飯

３
４
５
６
７
８
９
０

５
５
５
５
５
５
５
６

56

57

57

57

57

59

60

61

岡山県

61造山古墳群千足古墳

62鶴丸丸山古墳…………

62

62

28

30

30

31

31

32

34

35

36

36

36

36

38

38

38

38

38

38

38

38

39

40

41

42

44

44

46

47

48

50

52

52

53

53

54

54

54

55

55

山口県

63穴観音古墳 62

香川県

64有岡古墳群宮が尾古墳……

65有岡古墳群宮が尾第2号墳

66有岡古墳群瓦谷第1号墳…

67岡古墳群第5号墳.-….……

68岡古墳群第6号墳……………

69岡古墳群第10号墳.…………

70岡古墳群第11号墳…………．

71岡古墳群第13号墳…………．

72岡古墳群夫婦岩第1号墳.､

73鷺の口古墳群第1号墳……

74山ノ神古墳群綾織塚古墳…

75山ノ神古墳群第2号墳.……

76揚原山古墳….…………….…""”

77醍醐古墳群号数不明………・

78興昌寺山古墳群第1号墳…

63

65

66

67

69

70

71

73

74

76

77

78

78

78

78
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各地域の装飾古墳第3章

凡例

1 .古墳名は各報告書、研究書、解説書などによりさまざまな表記がある。本書で

は、古墳を古墳群の中の一古墳として捉えるため古墳群名と古墳名を並列し

て表記することにした。

2.各古墳の詳細については、既に出版されている文献を墓に編集し、不明な部分

は当該教育委員会文化財担当者のご教示を受けた部分がある。

3.本書中に掲載している装飾古墳の写真は、その古墳の装飾文様の特徴あるもの

を選び掲載している。今回撮影した中には、掲載したもの以外にも撮影した

カツ卜がある。

4.なお、参考文献は巻末に掲載しているので参考にされたい。
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中国地方の装飾古墳 烏取県

たが え

1．高江古墳群第6号墳
岩美郡福部村大字高江

うえ の

2．上野古墳群第6号墳
岩美郡福部村大字左近

■瞳lf l 1lifi (11'I托約12.3m)

■装飾位慨後電（奥嬢）

■乎法絲刻

■文様動物ほか

■III IZ遺物イく|ﾘl

■その他淡道部1111没・イi玲灘卿II

■戦｢f l'llli ( IIO[径約10．0m)

■装飾・位ii'i 後察（奥壁・イi側雌）
■手法絲刻

■文様イく|ﾘl

■Illl世物イく|ﾘl
■その他淡道部崩壊

0

1

ｰ

2m

戸一可｢一〆1r-

0 1 2,1
1 1 1

上野古墳群第6号墳石室実測図

3.美歎古墳群第41号墳
岩美郡国府町大字美歎

■砿l~f 111Mi (11'i托約16.0m)

■装飾・位liii 後寮（ｲi側峨）

■手法線刻

■文様船･ ､IW線

■川t辿物イく|ﾘl

■その他 i2休部1111没

高江古墳群第6号墳石室実測図

美歎古墳群第41号墳石室実測図

②



中国勉方の謹騨寧飼|“蝋

4．美歎古墳群第43号墳
岩美郡国府町大字美歎

8．宮下古墳群第52号墳
岩美郡国府町大字宮下

■墳丘前方後Iﾘ墳（全長約22.5m)

■装飾・位置後室（奥壁・右側壁）

■手法線刻

■文様船・魚・三角文

■出土遺物不明

■その他主体部埋没

■墳丘不明

■装飾・位置後室（右側壁・左側壁）

■手法線刻

■文様烏

■出土遺物不明

■その他主体部埋没

みやのした

5．宮下古墳群第19号墳
岩美郡国府町大字宮下

、

■墳丘円埴（直径約22.5m)

■装飾・位置後室（奥壁・左側壁・天井）

■手法線刻

■文様格子文・木の葉文

■出土遺物不明

■その他主体部埋没

崖噂

0 1 ”m
n Q ■

6．宮下古墳群第20号墳
岩美郡国府町大字宮下

宮下古墳群第52号墳石室実測図

■墳丘円埴

■装飾・位置後室（奥壁）

■手法線刻

■文様不明

■出土遺物不明

■その他主体部埋没

7．宮下古墳群第22号墳
岩美郡国府町大字宮下

■墳丘円墳（直径約12.0m)

■装飾・位置茨道部（右側壁・天井)、

■手法線刻

■文様船

■出土遺物不明

■その他主体部埋没

後室（右側壁・左側壁）

0 1 2m
1 1 』

浅口
琴

墳群第22号煩石室実測図
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烏取県

9.面崖古墳群薑、古墳【県指定史跡】

岩美郡国府町大字町屋

■峨丘円噛(III(徒約100m)

■装飾･IM羨道部(MIIM)

後室（奥雌･(il1帷・柵11職）

■手法線刻

■文様船・魚・烏

■III-k進物弧忠器
■その他犬ﾉ|:{i-一部抜き取り

1

1

町屋古墳群鶯山古墳石室実測図
町屋古墳群鷺山古墳墳斤今景

蕊
町屋古墳群鷺山古墳羨道部より径室全体
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中国地方の装飾古噛胸収蝿

馬

町屋古墳群鶯山古墳線刻“烏

町屋古墳群鷺山古墳後室奥壁“魚

⑳



烏取県

町屋古墳群鷺山古墳線刻“船

町屋古墳群鷺山古墳線刻“鳥

⑳



中国地方の装飾古塙卿収叫

馬

10.町屋古墳群第S0号墳 12.畑山古墳群第1号填
岩美郡国府町大字神垣岩美郡国府町大字町屋

■峨匠 l 'llli (1I'I従約17.0m)

■装飾・位iiii 後室（ｲi側峨・犬ﾉ|:)

■手法線刻

■文様人物

■ll1 I甚辿物不|ﾘj

■その他 i:休部即没

■峨丘刀噛（約15.7m×20.0m)

■装飾・位iiii 後窄（ｲi側峨）

■手法絲刻

■文様イくlﾘl

■111 I:辿物不|ﾘl

■その他 iﾐ体部lll!没

,■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■q■■■■■■■

かじや課

13｡梶山古墳【国指定史跡】
岩美郡国府町大字岡益字梶山ノ上

■峨丘 l 'llli (II1[徒約20．0m)明イi式

■装飾・位li't 後室（奥峨）

■下法彩色（亦）

■文様 ’'1心lil文・ そ角文･ I111"･魚

■III土辿物彼忠器･ IJllli器・鉄製/1I1

■その他第2峻化鉄で彩色か？

h｡i飾金典矧

町屋古墳群第30号墳石室実測図

11.栃示古墳群第4号墳
岩美郡国府町大字栃本

■峨匠不|ﾘj

■装飾・位ii'i 後索（左側砿）

■手法線刻

■文様船

■出I遺物イくlﾘI

■その他 if休部jII!没

2，0

栃本古墳群第4号墳石室実測図

現在の梶山古墳墳丘整備後

⑳



鳥取県

ほう か つか

14.広岡古墳群坊ケ塚古墳
鳥取市大字広岡

【県指定史跡】

■峨丘 l1llii (II'[托約130m)

■装飾・位liil 淡辿部（ｲil1ll")

後窄 （奥峨・イi側唯・左側縦）
■了法絲刻

■文様

'jをリ|く武人・幾II1学文様

■川I営遮物不lU1

■その他

後窄ｲj側峨に｢□口唆岡村人

IⅢ 尺Iﾘll[ｲ|ﾐ」の落MI：きイiり

広岡古墳群坊ケ塚古墳墳丘遠景中央立木の中

広岡古墳群坊ケ塚古墳墳丘全体
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中国地方の装飾古噛照収叫1

閃

広岡古墳群坊ヶ塚古墳羨道部より後室全体

広岡古墳群坊ヶ塚古墳羨道部右側壁“弓を引く人物”
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烏取県

15｡広岡古墳群第37号墳
鳥取市大字広岡

■瞳旺 l'lifi ( li'[従約16.0m)

■装飾・位慨後室（/'Ⅲ縦）

■手法絲刻

■文様イく|ﾘI

■III I:遺物イミ|ﾘl

■その他 -iﾐ休部11l!没

16.広岡古墳群第48号墳
鳥取市大字越路

■噛丘 l 'llfi

■装飾・位慨峨丘柵部ﾘｲi

■手法絲刻

■文様斜格f文

■lll i辿物不|ﾘl

■その他↑i!i減斐飾ｲi材の
振興公1111職文化財洲汽セン

⑳



中国地方の装飾古燗蝿収叫

～

そらやま

18.空山古墳群第2号墳
【県指定史跡】7世紀初頭

鳥取市大字久末

17･越路古墳群第54号墳
鳥取市大字久末

■峨丘ィくiﾘl

■装飾・位ii'i 後窄（奥峨･ /,il!I雌）

■手法線刻

■文様格f文

■川|:進物イく|ﾘl

■その他側樅2枚のみ砿ｲ『

■峨lf l!lili (II1満ﾉ<ﾉ|:式ｨi案）

■装飾・位iiIi 淡道部(/,i側峨）

後窄（ｲj側樅・左側礦・犬ﾉM側im)

■手法絲刻

■文様連続ミ角文・綾杉文・烏

■lll l:辿物

弧忠器（杯・儲．l息蚊'‘厳・惣頸縦

横瓶･ IMi) ･ IJlili器(I断杯) ･金環

■その他烏取りILIﾉ1の線刻ilili研究の
契機となった111･峨群

Z
r

=一L一一一一一一一一一一一一一一一

空山古墳群第2号墳石室実測図

室山古墳群第2号頃後室天井石“連続三角文
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烏取県

19｡空山古墳群第10号墳
【県指定史跡】古墳時代終末期

鳥取市大字久末

■脳lf l 'llii ( II@[任約12.5m)

■装飾・位i趾淡進部

後顎（ｲi側峨・左側鞭･ illlｲiMII)

■了法線'll

■文様 II'IW･ l几|角・綾杉文

水の染文・ノル・人物（人ﾉJを柵びる武人）
■III1辿物イくIﾘI

■その他鳥取県内の線刻llililﾘ{究の契機と
なったIIi峨昨

LO

空山古墳群第10号墳石室実測図

空山古墳群第10号墳右側壁“人物像

鱸
吾

Ⅸ

雛

F

Q

塵

蕊

『顕
男

灘
茜I唾1

靴

０

Ⅱ

今

『

＝

惑饗

～

鰯
空山古墳群第10号墳石室露出状況
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冊Ｅ叶濫轆細一○叩域謙柵計菫慨ゞ汁己酎訓ｑ小拷蓄（肘）・悪減辱汁叫ハ壷乞禄提言（計）

忍
蕊
爵

鑑
贋
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瀞
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間Ｅ叶鰯繁棚一○伽漉謙剛削室慨冨犯：

畷騏割鬮
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烏取県

20｡空山古墳群第15号墳
【県指定史跡】古墳時代終末期

鳥取市大字久末

■股｢f l 'lifi (II,I徒約120m)

■装飾・位ii'i 後室（卿職・左側砿）

■手法絲刻

■文様 1IiI線・梯f状文・水の雌文

魚・綾杉文・峨形

屋
■出土遮物不lﾘl

■その他

呵
｜‘

芦忽ノ
ノ、

1 '‘

9’

零 =lll古墳群第15号塙後室奥壁

空山古墳群第15号墳石室実測図

空山古墳群第15号墳線刻“木の葉文

⑭



中国地方の装飾古塙賜】I似1

駒

21．空山古墳群第16号墳
【県指定史跡】古墳時代終末期

鳥取市大字久末

■砿lf l!llii (II@I徒約15.0m)

■装飾．位iili

後籠（奥雌・イi側雌ｲI材の|:lili ･ {i側I職ll班ｲi)
■F法線刻

■文様船･ jA$･ ､lfir線．絡r文．斜絡f文
■III止辿物イくIﾘ，

■その他イi材のllili、いわゆるIWのイiを砿み,3

げる以前でないと州けない場ﾙ『にノミ状の［典を
川い絲刻をll'iいている

1
空山古墳群第16号墳石室露出状況

測図

空山古墳群第16号墳後室右側壁“烏‘

⑮



鳥取県

25.采崗古墳群第2号頃
八頭郡郡家町大字米岡

22.宇部野、古墳群第13号墳
鳥取市大字滝山

■墳丘 I1I墳（規模不明）

■装飾・位置後室（右側壁・左側壁・天井部）

■手法線刻

■文様綾杉文・格子文・人物

■1l1土遺物須恵器・土師器・鉄製品

■その他 l1l名称：米岡l号墳

■墳丘円墳（直径15.8m)

■装飾・位置羨道部（右側壁)、後室（右側砿）

■手法線刻

■文様不明

■出土遺物不明

■その他別名：スクモ塚古城

23.宇部野山古墳群第15号墳
鳥取市大字滝山

■墳丘円墳（直径l5.Om)

■装飾・位置後室（右側壁・左側壁）

■手法線刻

■文様不明

■出土遺物不明

■その他羨道部埋没

口皇c『24.大平古墳群第1号墳
八頭郡河原町大字佐貫

■墳丘円墳（規模不明）

■装飾・位置羨道部

■手法線刻

■文様不明

■出土遺物不明

■その他

己≠

米岡古墹群第2号墳石室実測図（扁平板石組石室）

0 1 2印
上 ﾛ ﾛ

（
液

蕊、；ー<:"::i
皇一一一一

大平古墳群第1号墳石室実測図（中高天井式石室）

⑳



中国地方の装飾古燗鳥収鼎

埼

米岡古墳群第2号墳 “綾杉文，，

米岡古墳群第2号墳石室全景

米岡古墳群第2号墳後室左側壁“人物綾杉文

⑳



鳥取県

SO.福本古墳群大塚古墳
八頭郡郡家町大字福本

26.米岡古墳群第58号墳
八頭郡郡家町大宇土師百井

■填丘円域（直径約18．Om)

■装飾・位潰不明

■手法線刻

■文様不明

■出土遺物不明

■その他

■墳丘円墳（直径約12.3m)

■装飾・位置後室（奥壁・右側壁・左Mﾘ壁・天井部）

■手法線刻

■文様格子文

■出土遺物不明

■その他主体部埋没

31.八乗水古墳群第55号墳
気高郡気高町大字八束水

■域丘不lﾘ1

■装飾・位置不明

■手法不Iﾘl

■文様不u

■出土遺物不明

■その他主体部埋没

く

「
米岡古噴群第58号燗石室実測図

32.土居古墳群第5号墳
気高郡気高町大字土居27.米岡古墳群第68号墳

八頭郡郡家町大字土師百井
■峨丘 l'llfi (画径約l5.Om)

■装飾・位置後室（奥壁・右側壁）

■手法線刻

■文様不Iﾘl

■lll土遺物不明

■その他羨道部埋没

■墳丘不明

■装飾・位置不明

■手法線刻

■文様格子文

■出土遺物不明

■その他石室倒壊

33.山宮古墳群第14号墳

28.池田古墳群第29号墳
八頭郡郡家町大字池田

気高郡気高町大字山宮字松ケ谷

■墳丘円域（直径約10．Om)

■装飾・位置左袖石

■手法線刻

■文様幾何学文

■lll士辿物須恵器

（杯證・杯身・短頸壷・横瓶・高杯）

■その他本調査後、消滅

■墳丘円墳（直径約13．Om)

■装飾・位潰後室（奥壁）

■手法線刻

■文様不明

■出土遺物不明

■その他後室天井石落下

29.福本古墳群第4号墳
八頭郡郡家町大字福本

■瞳丘円墳（直径約12．Om)

■装飾・位置後室（奥壁・右側壁

■手法線刻

■文様烏・綾杉文・平行線・弓

■III土遺物不明

■その他羨道部埋没

左側壁）

⑳



中国地方の装飾古噛卿{叫

埼

34･睦達古墳群第11号墳
【町指定史跡】

気高郡気高町大字睦逢字大平

■噛丘 11M

■装飾・位ii'i 後籠（/1fil11砿）

■･手法線刻

■文様烏

■llll:逆物イくiﾘl
■その他イi室露''1

〕 I Zm
R ロ 0

睦逢古墳群第11号墳墳丘全景
セロ

睦逢古墳群第11号墳石室実測図

ふ ぐ乳隠 笥P

､、冬蕊、
侭、 、

廿昏 い
た E Q

つ

L

磯h

、
巳

､塁皇、

j~

●

垂

鐘

睦逢古墳群第11号墳後室左側壁“烏”

⑬



烏取県

35.殿古墳群第15号填
【町指定史跡】

気高郡気高町大字殿字石谷

■岐丘 IIIM

■装飾・位職後室（天ﾉ|:）
■手法絲刻

■文様格子文

■川上進物不lﾘI

■その他

殿古墳群第15号墳墳丘全景

殿古墳群第15号墳後室天井線刻

⑳



中国地方の装飾古墳卿i似1

N

36.殿古墳群第25号墳【町指定史跡】
気高郡気高町大字殿字石谷

:〕 1 21

■瞳｢f不|ﾘl

■装飾・位慨後

■手法絲刻

■文様イく|ﾘl
■lll l:辿物不IﾘI

陵室（左側砿）

■その他

＝

殿古墳群第25号墳石室実測図

殿古墳群第25号煩石宰全景

⑳



烏取県

うるしたに

37．漆谷横穴墓(基数不明）
気高郡気高町大字菫高

■装飾・位慨玄篭

（奥I職・イi側峨・ノ,ﾐ側雌）

■f法絲刻

■文様綾杉文

■''1 ’2遺物イくlﾘl

■その他

↓

’

漆谷横穴墓平野より遠景

漆谷横穴墓石室実測図 l Q I

漆谷横穴蟇横穴墓入口

④



中国地方の装飾古煩』洲｛ｿ11

用

灘
垂

I
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蕊
議
蕊

r魂X蕊寒

》
一

;べ蕊

鍾騨 秘

蝋
￥

漆谷横穴墓玄室から入口を望む

蕊
蕊

￥

言
や
口

掴掴

郡

凸
則

轤懲
＃

漆谷横穴蟇玄室左側壁線刻‘‘綾杉文”

④



烏取県

38.茜餉薗古墳群第8号頃
気高郡鹿野町大字宮方

■脳丘 l11lli (II'[徒約12.0m)

■装飾・位ii'i 後索（ﾉIⅢ雌）

■手法絲刻

■文様不|ﾘl

■III I世物弧忠器・鉄製IIIIWWI(

■その他

雛・ノJf･ ノj'序）

蕨
39｡向古幽古墳群第22号墳

【県指定史跡】

気高郡青谷町大字胄谷

■峨丘 l11埴｝Ⅱ11,|f板ｨi細ｨi篭

■装飾・伽i'i 後崇（ｲi側峨・ノ,側雌)、ノ<ﾉ|:ｲI

■手法線刻

■文様船（4艘）

■川上辿物不|ﾘl

■その他イi察撫III
＝毫篝＝…

口 P 一一

魂呂

＃ ，、 1，‘L‘ ・4 3J｡

l 'Bヌ 魁、 #|

｜、‘
’ 咄』 ‘

鵬_噌剛鯛職剛1
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ｌ
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阿古山古墳群第22号墳墳丘遠景

」
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．
用
Ｉ

葎#′
(扁平板石組石室）阿古u古墳群第22号墳石室実測図

阿古山古墳群第22号塙扁平板石組石室

⑳



中国地方の装飾古噛照収ﾘ1

周

阿古山古墳群第22号墳後室右側壁“船

阿古山古墳群第22号墳右側壁外面川船Ⅷ

阿古山古墳群第22号墳後室右側壁‘I船

⑮



鳥取県

よしかわ

40.吉川古墳群第43号墳
気高郡青谷町大字吉川

■脳lf ィく|ﾘl

■装飾・位iifi 後寮（ｲi側峨）

■手法線刻

■文様船

■III上逆物不Iﾘj

■その他 ’'1衞祢: !'i川26))lii

ｍ

Ｏ
１
２ 吉川古墳群第43号墳石室露出状況

吉川古墳群第43号墳石室実測図

吉川古墳群第43号墳後室左側壁“船Ⅷ

⑳



中国地方の装飾古噛為収乢！

届

41.向山古墳群三明寺古墳
【国指定史跡】

倉吉市大字嚴城

■戦丘 IIM(1I@I係約18.0m)

■装飾・位iifi 羨辿部（/,：側唯）

■手法絲刻

■文様船・木の葉文

■l111辿物イく|ﾘj

■その他心i1噸イi窟：イi寮内部には
粁朧延命地蔵が祭られる

霧向山古墳群三明寺古墳墳丘全景

向山古墳群三明寺古墳羨道部左側壁線刻”木の葉文

⑳



烏取県

42大平山古墳群福庭古墳
【県指定史跡】

倉吉市大字福庭

■噛匠円峨(1I@(従約35．0m)Zf111器切ｲi式

■装飾・位iiri 後窄（奥確）

■手法彩色（亦）

■文様述統名角文･Wj"

■出’2世物イくlﾘ1
，： ．； ､

■その他{1'1#1の符「波波伎iIII社」境内に'従地

大平山古墳群福庭古墳墳丘全景

｝

鰯
脚ゐ

0 ％

＝

抄能

大平山古墳群福庭古墳切石横穴式石室奥壁

④



中国地方の装飾古燗賜収蠅

局

大平山古墳群福庭古墳後室から羨道部を望む

、~。

蕊

大平山古墳群福庭古墳奥壁彩色部分（連続三角文をなす、赤色文様がわずかに残る）

⑲



烏取県

か すわ

43.上神古墳群第48号墳
倉吉市大字上神

■脳l芯前方後I1lili

■装飾・位ii'i 後窄

■手法線刻

■文様烏・綾杉文

■l11 l:辿物披忠器

■その他

(全災約34.0m)

(奥峨）

上神古墳群第48号墳墳丘全景

上神古墳群第48号墳後室奥壁

⑳



中国地方の装飾古墳烏J1岬

～

上神古墳群第48号墳奥壁線刻画“樹木烏

⑳



鳥取県

…
44.横手古墳群第5号墳

東伯郡三朝町大字横手
祭
』
《

■噛丘円峨(I1'[従約10.0m)

■装飾・位淡後窄（奥峨・イi側唯）

■手法線刻

■文様不lﾘl

■出土迩物鎮恵器

■その他淡道部Ⅲ'1没

胃

､

篭蝦

§一

罰
閏
患

Ｆ
ア

45.皇和由古墳群第20号填
東伯郡東郷町大字長和田

■瞳丘 l'llii (i面傑約1 1 ．0m)

■装飾・位ii'i 淡逆部（犬jI:)

後室（奥峨・左側唯）

■手法線刻

■文様イくlﾘl

■出I:進物イ<lﾘI

■その他

蝿

懇当

繍息 ｡

一

長和田古墳群20号墳石室露出状況

○

(す<、
長和田古墳群20号墳石室実測図

長和田古墳群20号墳奥壁“格子文？Ⅷ

②



中国地方の装飾古晴烏収県

踊

46.久見古墳群第17号墳 伊
睦

;I東伯郡東郷町大字田畑

砕剰
’1ワーー

．､畠癖

■峨丘 |'IM(II'[径約20.0m)

■装飾・位iifi 後索（ｲi側確・左側砿）

■下法絲刻

■文様格f文・綾杉文・木の葉文

■lll l:遺物イく|ﾘl
■その他

賓灘

47.北福古墳群第4号墳
東伯郡東郷町大字北福

■峨圧不明

■装飾・位ii'i 後室

■下法線刻

■文様斜格f文

■III I:遺物不lﾘl

■その他イ･i室露III

(奥峨・イj側碓）

北福古墳群第4号墳石室露出状況

北福古墳群第4号墳後室右側壁“斜格子文

④



烏取県

にし ほ なみ

48．西穂波古墳群第9号墳
東伯郡大栄町大字六尾

■峨丘イく|ﾘl

■装飾・位ii'i 後顎（奥縦・ノIM")

■手法絲刻

■文様船・'j･k

■llll辿物不lﾘl

■その他

［僅仁

土下古墳群第229号墳石室露出状況

乱
（西穂波古墳群石室実測図

49｡西穂波古墳群第2了号墳
東伯郡大栄町大字六尾

■瞳丘 l '1lli (11'I徒約10.0m)

■装飾・位li'i 後窄（奥I職・イi側峨･ /,f側雌）
■手法絲刻

■文様船

■III I2通物イく|ﾘl
■その他

q
は した

50.±下古墳群第229号墳
『

東伯郡北条町大字土下 とー当
一空 I

牙
郡

■峨丘 IIM(I1I[徒約15.3m)

■装飾・位ii'i 後篭（ｲi側雌．左側雌）
■手法線刻

■文様魚・放射状文

■川1世物イく|ﾘl
■その他

土下古墳群第229号墳後室左側壁“放射状文､

⑳



中国地方の装飾古填賜J1仏1

用

51.福岡古墳群天神垣神社古墳
西伯郡淀江町大字福岡

■岐斥イく|ﾘl

■装飾・位ii'i 淡道部（/Iﾐ側砿）
■下法絲刻

■文様 、WJW

■III I世物鎮忠器・鉄製/Ⅱ1
■その他

52福岡古墳群向山第4号墳
西伯郡淀江町大字福岡

■噛丘 liijﾉ,j後l'llli (全腿約50.0m)

■装飾・位li'f 淡進部（左側燗

■下法イミlﾘl

■文嫌イミlﾘI

■lll l辿物余fl'i製芯・鈴・ il肺I§ ．
非, と ・フI D･凡念ら

衲蚊・彼忠器

■その他別名：腿荷ヶ､F1IIM

患
＝

鐇署馬夏

④



島根県

たん け あん

53．丹花庵古墳
松江市古曽志町字丹花庵372番地

■峨丘 ノン脳（・辺約49.0m･ - 1段築成）

■装飾・位ii'i 腿持形イill.i

■手法線刻（浮彫り）

■文様鋸歯文（迎統《角文）

■川1世物鉄製IIIII (鉄剣・ノ〈ﾉj)

"II1 (刊板''|'i綴獅III) ･ l 'lii111'i'lim

■その他

丹花庵古墳墳丘遠景

丹花庵古墳長持形石棺蓋部“連続三角文Ⅷ

⑳



中国地方の装飾古燗烏I“1

〆

じゆうおうめん

54・十王免横穴蟇群第1号墓
松江市山代町大字十王免

■繊穴墓（37J‘珊制後、lOj,"i'ii")

■装飾・位慨イミ|ﾘl

■手法線刻

■文様矢・'j ･船

■川__1世物イ§Iﾘl

■その他 11IMill$代終末期

55･十王免横穴墓群第2号菫
松江市山代町大字十王免

■横穴堪(37j!州制後、lOj!鴫消滅）

■装飾・位悩玄篭（奥縦）

■F法絲刻

■文様 一利文・水の莱文･ 'j・矢
■冊'三辿物不lﾘl

■その他 lli瞳時代終末1りI

深田谷横穴蟇群第1号墓横穴蟇群が開口する丘陵

印

邑

Ｆ

‐

『
４

凸

"

56･十王免横穴墓群第7号菫
松江市山代町大字十王免

も毎

ﾛツ

■横穴祭(37JIL確認後、10JILii!iil")

■装飾・位|iii 玄窄

■手法線刻

■文様 'j ･人物（ijを引く人物）

■川l遮物イくIﾘl

■その他 ,'illillf代終末1ﾘ1

ふか た たに

57･深田谷横穴蟇群第1号菫
出雲市芦渡町字深田谷

■横穴蕊(2jiflifIW)

■装飾・位慨玄室（奥叩

■手法絲刻

■文様 (idIIIIを被った人物

■''’’1辿物イくlﾘl

■その他711t紀前､'2

イi側縦）

人物多数・家臆文）

深田谷横穴墓群第1号墓横穴墓開口状況

⑳



島根県

深田谷描穴墓群第1号墓奥壁冠帽を被る人物像

深田谷横穴墓群第1号墓玄室右側壁家屋文深田谷横穴墓群第1号墓奥壁人物像

⑳



中国地方の装飾古煩朋'1棚1

〆

あながみ

58.穴神横穴墓群第1号墓
安来市吉佐町

■峨丘砿六基

（後背丘ll'i従約7～8.0m、3堪雌,認）

■装飾・位慨 、'た人横1 I式ｲi怖

■手法彩色(亦）・絲刻（どちらが先かイミIﾘl)

■文様蕨下文？人物

■出土進物狐忠器（杯身・綴・雌頸',箙

大型噸･Zi 1'!箙・イj緒,断杯･ I1I盤状I製IIIII)

■その他711t紀前､ド

穴神横穴墓群第1号墓玄室平入横口式石棺島根県教育庁埋蔵文化財センター提供

穴神横穴墓群第1号墓右側板装飾島恨県教育庁埋蔵文化財センター提供穴神横穴墓群第1号墓左側板装飾島根県教育庁埋蔵文化財センター提似

⑳



島根県

59｡浜ノ崎遣跡

第2号横穴墓
八束郡宍道町佐々布

■岐匠枇穴蕊（2膿確認）

■装飾・位慨奥縦

■T法絲刻

■文様人物

■III I:辿物イく|ﾘj

■その他縦灰薗砂粁（来待ｲi)

lli脳時代のものなのか、

lifI;lliは得られていない

浜ノ崎遺跡第2号横穴墓玄室奥壁“人物'’

浜ノ崎遺跡第2号横穴墓玄室奥壁“人物'1

⑳



中国地方の装飾古墳冊11叫

鐸

60.飯ノ山横穴墓群
隠岐郡西郷町大字西町字飯ノ山

■戦｢f横穴蕊(Jtlfｲ|を間には60),§～70｣ILあったが、 t取り作堆で消滅）

■装飾・位概イく|ﾘl

■手法線刻

■文様人物動物・府

■IIII辿物彼忠器（擶杯・腿弧,IM)

■その他 IlI l世物から、ll1陰水kで械穴蕊が作られなくなった奈良時代においても、

隠岐では継続して作られていたようである

声

一一

⑳



中国地方の装飾古煩IMIlII晩！

金

岡山県中国地方の装飾古墳

せんモく

61.造山古墳群千足古墳
【国指定史跡】

岡山市高松町大字本庄下千足

皇皇終~蓼？ ‐
令鶴鷺．|､皇竺巻嘩.轡轌創“

卜

‐

霧
ご豊蓉

一
垂

■

■峨丘前ﾉ丁後I'M(倫腿約74.0m)

■装飾･Mi'i 後窄（イi陣ｲ『・左・奥雌）

■下法絲刻（浮彫り）

■文様 11'(弧文

■||砒辿物イⅢ 剛:像,．
■その他造111 i1i峨の|瑞家の。、つ

」
’

ｈ

62鶴丸丸山古墳【国指定史跡】
備前市鶴山

造山古墳群千足古墳後室石障‘直弧文,’ 岡山市教育委員会提供

■脳lf l 'llii (11'(惟約60.0m)曝穴ｪtｲi顎

■装飾・位iiIi 災持形ｲi椛畿
■手法線刻

■文様 ｜リ文・家朧文

■''1｜他物 イi製|ﾉﾘlllll付魚f･fr･ 11 1. ･器台・鉄卿Ⅱ1 (ﾉj ･"･斧・ノjf) ･ |ﾉﾘ行花又鏡4 ･変形|ﾉﾘ神鏡2 ･
変形献柵鏡l ･抑を献鏡2 ･ |ﾉﾘiIIIIﾉﾘ獣鏡1 ･ *lli i献鏡l ･変形神献鏡2 ･樅通鏡l ･変形|ﾉﾘ禽
鏡2．変形I[献鏡I (すべて防製鏡）

■その他 'l 'l 'ﾐl製の刈絲を神洲鏡がll川したという脱もある。｜ﾉ1行花文鏡のうち21iliはl'1殖と碓定される

中国地方の装飾古墳IIIII卯

'蝿
中国地方の装飾古墳 山口県

63．穴観音古墳【県指定史跡】
阿武郡むつみ村高佐下1459番地及び495番地の2

■峨丘 ノン戦(13.5m×12.8m)

■装飾・位ii'i 淡進部（ｲi側I職. /I側峨)、#IIIイI
■下法絲刻

■文様人物･ ') ('jを射る武人像？）
■l11 1進物イ《|ﾘl

■その他6111紀水～711t紀初蚊

⑳



中国地方の装飾古燗侭川叫

香川県四国地方の装飾古墳
一

64･有岡古墳群営が崖古墳
ありおか

善通寺市宮が尾3214－13

■噛丘 l'1"(I11[徒約20.0m)

■装飾・位慨淡道部（ﾉI;側峨）

後竈（奥確・左側唯・イi側峨）

■手法絲刻

■文様人物（乗船した人物・騎賜人物

武人）・船（船I:､j･l)

■III I三辿物彼恵器（尚杯蓋）

鉄製11III (ﾉjj:) ･ ｣-I環

■その他耽l茄内IIIMi材.が、2}j･峨羨逆部
イi材と接合、611t紀末

一

灘
＝

有岡古墳群宮が尾古墳復元整備後の墳丘（背後の山は我拝師山）

》
、
》
鯵
祉
恥
《

§
』》

淵，

関

蕊
有岡古墳群宮が尾古墳後室左側壁“武人像,有岡古墳群宮が尾古墳羨道部より後室を望む

⑳



香川県

有岡古墳群宮が尾古墳奥壁卜部“人物・船

有岡古墳群宮が尾古墳奥壁下部‘‘人物船団”

②



中圓地方の装飾占墳門川卯

隼

65･有岡古墳群宮が尾第2号墳
善通寺市宮が尾

■岐丘 l 'llii (II:[托約12.0～13.0m)

■装飾・位i聞淡道祁（左側唯）

■手法線刻

■文様船？

■''’’逆物鎮忠器（尚杯･ 11.f杯擶．杯身
雌頸祓・枇瓶．j!i'i") ･装飾1II11

鉄製IIII (馬具・武器．鉗f状鉄器）

■その他淡道部ｲi材とl lj峨峨丘内ｲi材が接合
61it紀末

有岡古墳群宮が尾第2号墳発掘調査後、整備された横穴式石室

有岡古墳群宮が尾第2号墳2号墳石室で使用されていた石材（左下）と、1号墳墳丘内から出土した接合石材

④



香川県

かわらたに

66.有岡古墳群瓦谷第1号填
善通寺市善通寺町大字瓦谷

■峨丘 lil"

■装飾・位慨後窄（奥峨）

■手法線刻

■文様人物

■l11t遺物イく|ﾘj

■その他

有岡古墳群瓦谷第1号墳羨道部より奥壁を望む

有岡古墳群瓦谷第1号墳奥壁線刻‘‘人物”

⑳



中国地方の装飾古噛締川ﾘI！

67．閏古墳群第5号墳
善通寺市大麻町大字岡

■峨丘 l'1ili

■装飾・位|趾淡辿部(イi側峨･ﾉIﾐ側↓職）

後室（奥峨・ノ,i側峨）

■手法絲刻

■文様家膿文・木の梁文･ ､IW"･ ili

■1II土辿物不lﾘl

■その他

餌愈
＝

シ氏呈

蕊
F

、酉
逼

堂知一 ,旬垂n超

岡古墳群第5号墳背後は大麻山

岡古墳群第5号墳横穴式石室入口

⑳



香川県

岡古墳群第5号墳羨道部右側壁“家屋文

岡古墳群第5号墳羨道部左側壁‘‘家屋文、

⑳



中国地方の装飾古燗行川卯

今

68.岡古墳群第6号填
善通寺市大麻町大字岡

■噛丘 IIM

■装飾・位ii'i 淡進部（左側砿）

■手法線刻

■文様家屋文

■III上遺物イ§Iﾘl

■その他

岡古墳群第6号墳墳丘全景

岡古墳群第6号墳羨道部Ⅲ家屋文”

⑳



香川県

69｡岡古墳群第10号墳
善通寺市大麻町大字岡

■峨｢f lリ域

■装飾・位iifi 淡道部

（ｲi側↓職。/IⅢ鞭）後索（犬ﾉ|:）
■手法絲刻

■文様家膣文・木の葉文．、|え行線

■III I1辿物不lﾘI

■その他

岡古墳群第10号墳墳丘全景

岡古墳群第10号墳羨道部左側壁“綾杉文・平行線

⑳



中国地方の装飾古填俳川媒

一

70.岡古墳群第11号墳
善通寺市大麻町大字岡

■峨丘 l'llii

■装飾・位ii'i 淡道部({il1W

■手法線刻

■文様家膿文・水の蛯文

Wj線・格f文

■III Iz逆物イミIﾘl

■その他

/fl!I")

岡古墳群第11号墳墳丘全景

弓

鴬
罰『

閲

．

岡古墳群第11号墳羨道部より後室を望む

⑳



香川県

畷
閣
碍
蕊

鯉
…癖了v号

蕊灌
撚；

蝿鑓
■守

噌
弗丑

§
I

１
冊
岨

鼠
■

堀
W

岡古墳群第11号煩羨道部左側壁“綾杉文’

岡古墳群第11号塙羨道部左側壁“木の葉文

②



中固地方の装飾古墹dｲ川ﾘi1

二

71．岡古墳群第13号埴
善通寺市大麻町大字岡

■瞳丘 I1M

■装飾・位liwi 後顎（ｲ,Ⅲﾙ

■手法線刻

■文様家朧文･Wj"

■lll l辿物イくlﾘl

■その他

左側蛎）

岡古墳群第13号墳墳丘全景

岡古墳群第13号墳後室左側壁“斜格子文・平行線文

⑬



香川県

めお といわ

72岡古墳群夫婦岩第1号墳
善通寺市大麻町大字岡字夫婦岩25611－5

■噛丘 lillii

■装飾・位ii'i 後室（天j|:部・イi側碓・ブ,側砿）

■手法線刻

■文様家膿文・斜絡子文・僻f文

■III上遺物イく|ﾘl

■その他

岡古墳群夫婦岩第1号墳墳丘全景

雲蕊…
騨

Rwq

r

配
零

岡古墳群夫婦岩第1号墳羨道部より奥壁を望む

⑭



中国地方の装飾古燗19川ﾘ,！

ｰ

岡古墳群夫婦岩第1号墳後室天井部線刻画“家屋文等、

岡古墳群夫婦岩第1号墳後室天井部線刻画‘！格子文”

⑮



香川県

さき くち

73．霞の口古墳群第1号墳
【市指定史跡】

坂出市加茂町

■噛丘 IIM(11'[従約10.0m)

■装飾・位|測淡辿部（ｲi側峨・ノ,側峨）

後寮（奥4髄・イi側確・ノ,側唯）
■手法線刻

■文様水の雄文・家膿文・船

■lI1 I:遺物イくlﾘl
■その他別ｲﾉ1 :水ノ葉塚

鷺の口古墳群第1号墳羨道部より奥壁を望む

鷺の口古墳群第1号墳後室右側壁“木の葉文

⑯



中国地方の装飾古噛竹川蝶

鐸

74.山ノ神古墳群
綾織塚古墳【市指定史跡】
坂出市加茂町大字山ノ神

■峨丘 l'jlli

■装飾・位iiii 淡道部（/1側峨）

■手法線刻

■文様水の梁又

■||}士進物イく|ﾘl

■その他別名：穴ﾉⅦ11i ,'illi

山ノ神古墳群綾織塚古墳墳丘全景

山ノ神古墳群綾織塚古墳羨道部左側壁‘'木の葉文'、

⑰



中国地方の装飾古燗仲川蝿

香川県 ←

75．山ノ神古墳群第2号墳
坂出市加茂町大字山ノ神

■峨丘 |[liri

■装飾・位li'i 後室（左側&職）

■手法絲刻

■文様水の:柴文・家膿文
■川I:辿物不|ﾘl

■その他イi室は鵠底部を除き崩壊

了6．場原山古墳
坂出市

■噛丘イく|ﾘI

■装飾・位liiI イくlﾘl

■手法線刻

■文様樹水・水の梁文・船
■出土辿物不lﾘl

■その他 11僻Ⅱ59ｲliに線刻lllliを樅,認

77･醍醐古墳群
坂出市西庄町大字醍醐

■填丘イも|ﾘl

■装飾・位ilii 不Iﾘl

■手法絲刻

■文様

■川･I鳥遺物イく|ﾘl
■その他未洲街

興昌寺山古墳群第1号墳墳丘全景

78.興昌寺山古墳群第1号墳
観音寺市八幡町

■峻丘 l'lMi (II1[径約20.0m)

■装飾・位ii'i 淡道部（柵!I砿)、後崇（柵1ﾘ雌）
■手法絲刻

■文様船・水の柴文

■川-I辿物不Iﾘl

■その他卿H｣寺襲lllの1I1腫部に,)f地

興昌寺山古墳群第1号墳後室左側壁“木の葉文”

⑯



一石室の中の生態学一

かまどうま【竈馬】

直翅（ちよくし）同カマドウマ科の昆虫。体長約2センチメートル。体はエビ形

にやや湾曲し、羽はない。全体に褐色を帯び、頭部に細長い糸状の触角がある。

後ろ足は強大で、よく飛び跳ねる。台所や縁の下など湿りがちな所にすみ、夜、

活動し、野菜くずや昆虫の死体などを食べる。台所のかまどの裏などに多いとこ

ろからこの名が付く。全国各地に分布。

■

の

錨 樹

＆ロ迅

鑿
樫

園

§蕊 麓
1

其

蕊蕊蕊

蕊蕊瀧謹
勺

"

貨幹亀鐸§…

懲灘
虚

寂

鶏

忌
Ｌ
Ｕｏ

漆
嘩

守

も

ｰ

勺

●

鳥取県八頭郡郡家町所在米岡古墳群第2号墳後室天井部

⑲



第4章自由画風線刻画の描かれた地域

中国地方における装飾古墳の分布は、鳥取県鳥

取市から倉吉市にかけて、島根県安来市から出雲

市にかけての日本海沿岸、瀬戸内海地方では、岡

山市を中心とする周辺に見ることができる。

さらに、四国地方では瀬戸内海に面する香川県

地方にのみ装飾古墳が確認されている。

中国・四国地方では、彩色された古墳は特異な

装飾技法で、主に線刻画による装飾が多く、彩色

された古墳は、鳥取県の梶山古墳、福庭古墳、島

根県の穴神横穴墓群1号墓を入れて3基確認され

ているに過ぎない。

の帯内に並列三角文を配するもの。

Ⅱ形式は、3線以上の平行線を描き、それぞれ

の帯内に並列三角文を配し、帯の一線の底辺を同

一にして背中合わせに対向させ、菱形文を構成す

るもの。

Ⅲ形式は、それらが乱れて混在しているものと

分類されている。

従って、この分類で文様が確認できる、梶山・

福庭・空山第2号墳・久見古墳群第17号墳及び島

根県松江市の丹花庵古墳の文様について分類を試

みる。

梶山古墳は、それぞれが独立した三角文であり、

A類に属し、福庭古墳は、並列する単一な三角文

として描かれているためC類I形式の装飾文様と

思われる。

また、空山古墳群第2号墳は、並列する2個の

三角文の頂部からその間に、菱形文を形成するよ

うに線が伸びている。一見大きな三角形を呈して

いるようだが、線の筆圧、線刻の順序などから並

列する三角文があり、その線が延長され大きな三

角文の頂部となったものである。

久見古墳群第17号墳は、今回は実際に見ること

はできなかったが実測図等から斜格子文の線が交

差し、一部は三角文で一部は菱形文を形成してい

る文様である。斎藤氏の分類によると、B類の対

角線によって構成したものが類似しているようで

ある。

これら三角文の構成は、斎藤分類編年では、A

類の、単独で描かれる三角文は最も古いとされ、

九州では6世紀前半に位置付けられる甘崗古墳
(福岡県）があげられる。

このA類にあたる梶山古墳は、築造時期が出土

遺物等から7世紀初頭とされ、さらに、空山古墳

群第2号墳は発掘調査により古墳時代終末、福庭

古墳は石室構造の完成度から同じく古墳時代終末

と想定されている。

このことから、九州で描かれる三角文の系譜と

はその築造年代の差から、関連付けることはでき

ないようであるが、石室内に装飾を施すという思

想は、明らかに大陸から影響を受けた九州からの

ものと思われる。

梶山古墳に見られる三角文は、左右に独立した

＝角文

幾何学文が少ない中国・四国地方において、梶

山古墳（国府町）は、同心円文・三角文・魚・曲

線が施され、福庭古墳では連続する三角文が見ら

れる。

また、同じく三角文を線刻画で描いている空lll

古墳群第2号墳、久見古墳群第17号墳、島根県丹

花庵古墳について九州地方の三角文のあり方と比

較をしてみたい。

通常、三角文は熊本県や福岡県でも独立した文

様として描かれていることは少なく、壁而を埋め

るためのモチーフとして描かれる場合が多く、王

塚古墳（福岡県）・チブサン古墳（熊本県）・釜

尾古墳（熊本県）などで見ることができる。

斎藤忠氏は、『日本装飾古墳の研究」の中で、

A類三角文を独立して用いたもの

B類三角文を対角線によって構成したもの

C類三角文を並列したもの

D類三角文の並列を複合的に組み合わせたもの

E類三角文の中に、小さい三角文を配したもの

と5段階に三角文を分類されており、『日本考古学

研究2壁画古墳の系譜」では、それに加えて、C

類をⅡ形式に、D類をⅢ形式分けられている。

C類

I形式は、単一な並列文によるもの

Ⅱ形式は、並列を重複し繰り返し、自ら菱形文

を構成するもの

D類

I形式は、3線以上の平行線を描き、それぞれ
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文様として描かれ、同じくその内側にある同心円

文とともに、中心の曲線・魚を囲むように描かれ

る。

あたかも、中央部を挟み神聖なる場所を表現し

ているともとれる構図となっている。

船

この地方では、多くの古墳に船をモチーフとし

て描いている古墳が多い。

鷺山古墳や空山古墳群第15号墳、吉川古墳群第

43号墳などに描かれる船は、九州地方で描かれる

ゴンドラ形の船ではなく、帆を張り欄を持った構

造船であり古墳時代に描かれた文様かどうかの判

断は難しい。

香川県の宮が尾古墳では、ゴンドラ形の船が1

カ所に多く描かれ、船団を組んでいる様子が伺わ

れる。同じように多くの船を描いている構図とし

ては、彩色系の装飾古墳である観音塚古墳（福岡

県）の奥壁の文様がある。

魚

国府町に所在する鷺山古墳は、石室風壁中段に

ダイナミックな約1.2mに及ぶ魚の線刻画があり、

梶山古墳の魚（彩色）や、今回は確認できなかっ

たが土下古墳群第229号墳の魚などと、文様が意

味するものについて再考する必要があろう。

石室に描かれた魚については、鷺山古墳ではそ

の特徴から「鮭」と解釈されているが、梶山古墳

では鯉・鮭・鮎と言われ、中|玉lの故事にあるよう

に、鯉が黄河を遡り竜となる竜門思想とも相まっ

てさまざまな説が出されている。

木の葉文

木の葉文は、鷺山古墳をはじめ空山古墳群第

10.15号墳等に見られ、また、香川県坂出市の鷺

の口古墳群第1号墳（別名：木ノ葉塚古墳)、岡古

墳群（善通寺市）に多く描かれている。

木の葉文の解釈については、小田富士雄氏によ

り2種類に大別されている。一つは、綾杉状葉脈

とこれを取り囲む木葉の輪郭からなる広葉樹を表

したもの、もう一つは、綾形状葉文があるものと

されている。広葉樹木葉文には、装飾文様として

の取り入れられ方に垂直型と上向型とあると区分

されている。

木の葉文は、線刻画だけに用いられる文様で、

彩色系の装飾古墳には取り入れられていない文様

の---つである。

また、この文様は、北部九州地域から畿内地方

まで普遍的に見られるため、木の葉の持つ意味や

目的を考えなければならないだろう。

人物

在地系の横穴式石室の一つである、坊ヶ塚占墳

(鳥取市）には、中高天井式石室で構成された石

室内に、弓を引く武人像が描かれ、また空山古墳

群第10号墳には、手足が省略された人物像と大刀

を帯びる武人像が描かれている。

坊ヶ塚古墳の人物像は、頭にはi帽子をかぶり裾

の広がる服をまとい、腰部をベルl､で締め左右に

大きく足を踏ん張り、やや斜め上に弓を引く姿が

描かれる。

島根県地方では、深田谷横穴墓群第1号墓玄室

に冠帽を被った人物が描かれている。

また、香川県の宮が尾古噴の人物像には、奥壁

に家屋文を取り囲む人々や、船を消ぐ人、馬に乗

る人、両手を広げている人などが見られる。

さらに、後室左側壁に描かれている武人像は、

坊ヶ塚古墳・深田谷横穴墓群第1号墓と並び、当

時の服装を知る上で貴重な資料である。

烏

線刻画により描かれる烏の例は多く、代表的な

ものに鷺山古墳、空山古墳群第16号墳などの例が

上げられる。

この数多く取り入れられている鳥のモチーフ

は、その種類について多くが水鳥であろうという

⑳



第4章自由画風線刻画の描かれた地域

線刻技法がこの時代に確立していたのに注目され

る。

意見が出されている。

空山古墳群第10号墳の鳥などは､長いくちばし、

前方に緩やかに伸びる長い頸など水鳥の特徴を持

ったものが多い。

九州で見ることができる烏は、その多くが彩色

系装飾古墳に描かれ、船の舳先などに描かれるも

のが多い。

代表的な占墳として、珍敷塚古墳・鳥船塚古墳

(福岡県)、弁慶ガ穴古墳（熊本県）の装飾文様が

挙げられる。

線刻画では、穴ヶ葉lll古墳群第1号墳（福岡県)、

伊美鬼塚古墳（大分県）などがあり、特に穴ヶ葉

lll古墳群第1号墳には、木の葉文と荘んで烏の飛

翔しようとする場面が描かれ、動きを示すモチー

フとして特徴的な場面である。

その他

自由線刻画と違い、先に挙げた三角文などと同

様に、ノL州と関連する可能性がある装飾文様とし

て、岡山県の造山古墳群千足古墳（岡山市）石室

が挙げられる。

この古墳は届平板石積石室であり、その石室内

には、石障と呼ばれる仕切り石が立て巡らされ、

その内部に浮彫り（彫刻）手法で、直弧文・鍵手

文が施されている。

熊本県「叶寺占墳」（嘉島町）や福岡県「日輪

寺古墳」（久留米IIf) との共通性があり、3基とも

5世紀中頃からｲ<にかけての装飾古墳だけに、そ

の文様やイi室形態について、お互いにどのように

影響しあっているのか慎重に取り扱いたい。

家屋文

このモチーフは、今回の対象地域では香川県善

通寺市と、島根ﾘi咄雲市「深田谷横穴墓群」に見

られるものである。

この文様は、香川県の例では、1つの古墳に複

数描かれている例が多く、放射状に伸びた線が集

まった部分に、屋根状に四角であったり、逆台形

であったり、線が交差して家屋状に線刻されてい

る。

一見、各地で復元されている竪穴式住居ともと

れる文様が施されるが、笹川龍一氏（注2）により、
fがりべ，

｢箔屋」ではないかと提唱されている。

その理由として、善通寺市内及びその周辺地域

で|両'一モチーフをもつ古墳があり、後世の落書き

とすると広範囲に及び不自然であること、夫婦岩

第1号墳の後室天井行に構築前でないと、描けな

い場所に同一モチーフが描かれていることから古

墳築造時に描かれたものと判断されている。

さらに、この家屋文が石室内部に描かれている

ことから、その目的を鎮魂・守護・勝邪的な思想

があったとしてとらえ、葬送儀礼に関する構造物

ではないかとして導き出されている。

善通寺市では、弥生時代の装飾墳墓として知ら
4t人紗う

れる仙遊遺跡の箱式石棺内面に、入れ墨をした人

物が写実的に描かれており、古墳時代に盛行する

1973年に広島県で土師蝿ﾉ蹴文化財発掘調査団に
jJ jj ．、 こ

より6世紀後半築造の大迫占墳の本調査が実施さ

れている。

その際、赤色顔料を使用した彩色系古墳の可能

性があると思われたが、調査の結果、石室内全面

に彩色があったことが確認された。

現在、装飾古噴とするには、彩色であるならば

塗り分けが確認され、拙いてある文様の主題とな

る、モチーフの確認が必要とされる。

このことから、この古噛については装飾古墳と

して取り扱うことに疑問があり今回の地名表には

含んでいない。

この大迫古墳の例のように、ほぼ全面に彩色を

施す例は、あまり横穴式石室では類例を見ない。

墓室内（fi棺内・土壌墓内）を全而的に彩色する

例は縄文時代からあり、弥生時代の石棺墓・謹棺

にいたっては膨大な調査例があり、赤色顔料を施

す要因は神型な空間として考えることができよ

う。

山口県の穴観音古墳は、この地域での装飾古墳

最初の確認例のため、今後の顛例の増加に期待す

るとともに、ここで見られる装飾文様のモチーフ

の広がりに注目した(処

、



このむつみ村が位置する、山口県北部は日本海

沿岸を通して鳥取県や島根県地方との関係を装飾

の手法やモチーフとして考えることができよう。

石材について

これら一連の装飾文様が柵かれているのには、

その石材が線刻に向いているか否かが大きく関わ

ってくる。

九州においては阿蘇に噴出起源をもつ阿蘇溶結

凝灰岩の堆積が広範囲に分布し、その石材を利用

した装飾文様や、石人・荷馬が多く作られている。

鳥取県宍道町を中心とする地方では粗粒凝灰質
ミ t 6 I・ し

砂岩（来侍石)、香川県善通寺市を中心とする地

域では、讃岐岩質安山岩の風化面を利用した線刻

を多くの古墳で見ることができる。

注1）斎藤忠書『壁画古墳の系譜』日本考古学研究2 「第6節各

種要素の組成からなるもの」も併せて引用した。

注2）有岡古墳群（宮が尾古墳）発掘調査報告書、第4章線刻壁画

の意味（考察）で笹川龍一氏により詳しく述べられている。
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